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石油系溶剤ノルマルウン'デカンのクリーニング性能に関する研究

大阪市大生活科学　　○藤井富美子　・　綿谷玲子

【目的】　ドライクリーニングでは、現在、石油系、塩素系およびフツ素系溶剤が使用されて

いる。しかし、近年、塩素系溶剤は地下水を汚染し、また発癌性の疑いがあり、一方プツ素系

溶剤は成層圏におけるオゾン層を破壊する等の理由により、これらの溶剤の使用は法的に規制

される方向にある。そこで本研究はこれらの梢剤にかわる新しい溶剤としてn －ウンデカンの

クリーニング性能を検討した。ｎ－ウンデカンは石油系溶剤の中で引火点が従来品よりも高く

消防法の規創では２倍の容量の使用が許可されるので注目されている。

【方法】　溶剤にはn -ウンデカン. n －デカン、ストッダートソルベント（従来品）および

水添処理溶剤の４種の石油系溶剤を、界面活性剤にはエロソルＯＴを使用し、以下の測定を行

った。R抱水能：一定濃度のエロソルＯＴを溶解した溶剤溶液に可溶化される最大水分量をカ

ールフィツシャ試薬により求めた。ｅ洗浄試験：水溶性汚れとして塩化ナトリウム、粒子およ

び油脂混合汚れとしてカーボンブラヅクとトリオレインを用いて洗浄し、塩化ナトリウムにつ

いてはClarke法、混合汚れについては表面反射率により除去率を算出した。

【結果】　1 ）溶剤に可溶化される最大水分量はエロソルO T 濃度に比例して増大し、溶剤の

最大可溶化水分量はn －デカン＞ｎ－ウンデカン～水添処理溶剤＞従来品の順である。　2 ）

塩化ナトリウムの除去率は可溶化水分量の増加とともに増大し最大可溶化水分量の大きい溶剤

ほど大きい。　3 ）混合汚れの除去率はエロソルＯＴの添加により増大し溶剤間の差は小さい。

可溶化水の彫響はレ｡一ヨン布について顕著であり、可溶化水分量が少ない領域で除去率は増大

し、その後減少する。一方、羊毛布では除去率は可溶化水分量の増加とともに漸次減少する。
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　目的　繊維に対する汗成分の吸着性についていくつかモデル系を組みたて、主として吸

着量におよぼす温度の影響を探った。

　方法　汗成分には乳酸とヒスチジン、繊維にはポリアミドとセルa -スのそれぞれ粉末

を使用し、繊継粉木は予め精製を行なった。吸着実験は水溶媒から、5～6 0 °C恒温下

液体クロマトグラフィーを利用して、充填した繊帷粉末に一定量汗成分試料を注入する溶

出法で行なった。検出は2 1Onm 吸光度により、ガラスビーズに対する溶出面積検量線との

比から、溶出しなかった量を強く相互作用した量として求めた。また、温度により溶出時

間に遅れが生ずる場合、弱い相互作用の結果と考えて解析した。

　結_果　乳酸（0. 4ing)をポリアミド( lg)に注入した結果、相互作用量におよぼす温度の

影響はあまり見られず、ほぼ８０％が吸着ししかもピークの溶出時間も変化しなか｡つた。

このことは乳酸のポリアミドへの吸着はかなり強く、吸着しやすい系であると言える。セ

ルロースには吸肴しにくい。

　一方、ヒスチジン( 0. Olmg)とセルロース(lg）の組み合わせではクロマトグラムにピ

ークが２つ現われた。溶出しなかった量を強く相互作用した量とすると、30･Ｃまでは温

度が上昇するにつれて相互作用量も増加の傾向を示した。溶出時間の短いピークのそれは

温度に無関係であるのに、溶出時間の長いピークでは温度増加につれていくぶん減少の傾

向を示した。このピークを可逆的に弱く相互作用した結果と考えて、全相互作用量を求め

ると温度依存性は現われなかった。しかも注入量のほぼ9 9％が吸着した。


